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=平日午前 10時～午後 5

2012山手西洋館 フェス タ

NE「 花 と器のハ ーモニ
10日 までの午前 9時半
後 5時、横浜市中区・ 横
イギ リス館 、山手 234番
か。山手地区に残 る七 つ

洋館をフラワーアーテ イ

やイ ンテ リアデザイナー
:る 。各 館 で 参 加 型 イ ベ

も (有料 )。 入場無料。

|は山手 111番館  (0450623
17)。

]江 ノ電 沿 線 の 紫 陽 花 を

,、 古 刹 を め ぐ る  19日
,9時半 、 江 ノ電 極 楽 寺
i集合 。極 楽寺 山門前 、成

,、 虚空蔵 堂 、御霊 神 社 、

J寺 、 長 谷 駅 か ら 江 ノ 島

(電車 )、 五 町 会 館 を 経

雪口寺 まで の 約 5キロ。 500
〔光 則 寺 の 志 納 金 100円、
自費 別 途 )。 予 約 先 着 80
昼食持 参 。小雨 決 行 。片

1の 島 観 光 案 内所 (0466・

4141)。

だ万歳 」で は東 京 スカ イ ツ

ーにまつわ る面 白ソ ング を

/エア 。

≪剛圏臨鰤見どころ
郷ぎり !オ黄,賓 (2日 =後
・ 00)ア フ リカ の 開発 を
圭する「アフ リカ開発会議」

耗年 、横 浜 市 で 開催 され

)日 本 政 府 と 国連 開発 計
(UNDP)、 世界銀行が

整す る このイベ ン トを 1

畜に控え、番組では横浜 に

る「アフ リカ Jを紹介 して
く。 リポ ー ター の 青 井 貴

が、ア フ リカ の 映画 や 料

などを紹介する企画展や、

フリカ人留学生の部屋 を突

インタビュー し、彼 らに横
への思 いや 将 来 の夢 を聞

ξ人の折 り紙  折 り紙作家 の小
にじめさん。第 1・ 3火曜 15時
′ルクで作る布花  布花講師の
予碧さん。第 2水曜 10時30分◆
りの花せ つけん  ジ ュンコ 。フ
ーラ・ スクール本部特別常任幹

)南木 久子 さ ん。第 1・ 3水
5時 10分◆静花流 日本刺繍  ネ
,ジ ャパニズム委員会委員長 の

奇静花さん。第 2・ 4木曜 10時
)。
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